
新
市
へ
向
け
て

新
市
へ
向
け
て

合
併
協
議
会
再
開

合
併
協
議
会
再
開�

―
中
条
町

中
条
町
・
黒
川
村
合
併
協
議
会
第
四
回
会
議
を
開
催

黒
川
村
合
併
協
議
会
第
四
回
会
議
を
開
催
―�

1

中条町・黒川村�中条町・黒川村�
第３号・平成17年２月10日号�

○編集発行：〒959-2693 北蒲原郡中条町新和町2番10号�
　　　　　　TEL 0254-43-6327　FAX 0254-43-6328　メールアドレス hokubugo@iplus.jp�
　　　　　ホームページアドレス　http://www.town.nakajo.niigata.jp/gappei/

合併協議会だより�合併協議会だより�

　
平
成
十
七
年
二
月
三
日（
木
）、
中
条
町
産
業
文
化
会
館
に

お
い
て
、
中
条
町
・
黒
川
村
合
併
協
議
会
第
四
回
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
　
　�

　
会
議
の
冒
頭
、
合
併
協
議
の
再
開
に
あ
た
っ
て
会
長
、
副

会
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
会
議
で
は
、
協
議
を
続
け
て
き
た
新
市
建
設
計
画
及
び
事

務
組
織
・
機
構
の
取
扱
い
に
つ
い
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
地

域
審
議
会
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
に

お
け
る
今
ま
で
の
議
論
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
次
回
協
議

会
で
確
認
す
る
方
向
で
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新

市
名
称
募
集
に
関
す
る
記
念
品
贈
呈
者
の
決
定
方
法
に
つ
い

て
も
確
認
さ
れ
、
次
回
協
議
会
で
名
付
け
親
大
賞
等
を
決
定

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

　
今
後
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
第
五
回
協
議
会
終
了
後
、
住

民
説
明
会
を
開
催
し
、
合
併
調
印
式
、
廃
置
分
合
議
決
を
経

て
、
三
月
末
ま
で
に
県
知
事
へ
合
併
申
請
を
行
う
予
定
と
な

っ
て
い
ま
す
。�

（
詳
し
い
協
議
内
容
は
次
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）�
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第
３
回
協
議
内
容�

第
４
回
協
議
内
容�

消防団の取扱い　報償及び費用弁償�

議案第８号　任意協議会確認内容の修正箇所�

調整項目�

任意協議会時�

法定協議会�

↓修正�

合併後、中条町の例により統一する。ただ
し、費用弁償については、中条町の区分に、
黒川村の「行方不明者の捜索遭難者の救出
等」の欄を加える。�

合併時に中条町の例により統一する。ただ
し、費用弁償については、中条町の区分に、
黒川村の「行方不明者の捜索遭難者の救出
等」の欄を加える。�

【
協
議
事
項
】�

◇
議
案
第
八
号�

「
各
種
行
政
制
度
及
び
事
務
事
業
の
調
整

方
針
に
つ
い
て
」
　
　
　
　
　
（
確
認
）

　
任
意
協
議
会
で
確
認
さ
れ
た
内
容
に
つ

い
て
、
一
部
修
正
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り

確
認
さ
れ
ま
し
た
。�

◇
議
案
第
九
号�

「
事
務
組
織
及
び
機
構
の
取
扱
い
に
つ
い

て
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
提
案
）

　
事
務
組
織
・
機
構
の
取
扱
い
に
つ
い
て

は
、
新
市
の
組
織
構
築
の
基
本
的
考
え
方

が
提
案
さ
れ
、
今
後
こ
れ
に
基
づ
き
、
よ

り
具
体
的
な
案
を
示
し
て
い
き
た
い
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。�

�

◇
議
案
第
十
号�

「
地
域
審
議
会
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
提
案
）

　
事
務
局
よ
り
地
域
審
議
会
、
地
域
自
治

区
、
合
併
特
例
区
の
各
制
度
の
説
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
制
度
に
よ
っ
て
は
、
設
置

区
域
が
旧
町
村
単
位
と
な
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
地
域
性
を
考
慮
し
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
町
村
で
議
論
し
て
い
く
方
向
性

が
示
さ
れ
ま
し
た
。�

【委員会議】それぞれの町村での議論の様子�

　
今
回
、
十
二
月
二
十
二
日（
水
）に
開
催

さ
れ
た
第
三
回
会
議
の
内
容
に
つ
い
て
も

あ
わ
せ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。�

【
協
議
事
項
】�

◇
議
案
第
七
号�

「
新
市
建
設
計
画
に
つ
い
て
」 

（
確
認
）�

　
県
と
の
協
議
に
よ
り
一
部
修
正
さ
れ
、

原
案
の
と
お
り
確
認
さ
れ
ま
し
た
。�

�

◇
議
案
第
九
号�

「
事
務
組
織
及
び
機
構
の
取
扱
い
に
つ
い

て
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
確
認
）�

　
原
案
の
と
お
り
確
認
さ
れ
ま
し
た
。�

�

○
市
長
部
局
の
組
織
体
制�

　｢

新
市
に
お
け
る
組
織
及
び
機
構
の
整

備
方
針｣

を
策
定
し
、
合
併
時
ま
で
に
整

備
す
る
。�

◇
基
本
的
な
考
え
方�

①
本
庁
、
支
所
に
市
民
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を

　
中
心
と
し
た
諸
証
明
の
発
行
、
各
種
相

　
談
業
務
等
の
総
合
的
窓
口
機
能
を
整
備

　
す
る
。�

②
本
庁
は
、
市
全
体
に
係
る
政
策
、
施
策
、

　
総
合
的
な
調
整
事
務
、
管
理
事
務
を
所

　
掌
す
る
。�

③
支
所
は
、
①
の
窓
口
業
務
を
処
理
す
る

　
ほ
か
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か

　
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
旧
行
政
区
域

　
を
所
管
区
域
と
す
る
事
業
部
門
の
業
務

　
を
処
理
す
る
。�

④
両
町
村
に
設
置
さ
れ
て
い
る
委
員
会
、

　
委
員
及
び
附
属
機
関
に
つ
い
て
は
、
原

　
則
、
統
合
す
る
こ
と
と
し
、
新
市
に
お

　
い
て
、
各
機
関
の
法
的
な
設
置
根
拠
及

　
び
そ
の
所
掌
事
務
の
内
容
を
整
理
し
必

　
要
に
応
じ
て
再
整
備
す
る
。
な
お
、
地

　
域
性
に
よ
り
独
自
に
設
置
さ
れ
て
い
る

　
附
属
機
関
等
に
つ
い
て
は
、
実
態
を
考

　
慮
し
て
整
備
す
る
。�

⑤
附
属
機
関
の
委
員
構
成
に
つ
い
て
は
、

　
両
町
村
の
実
情
、
地
域
性
に
配
慮
し
適

　
切
な
措
置
を
講
ず
る
。�

⑥
組
織
機
構
は
、
市
民
に
混
乱
の
な
い
よ

　
う
段
階
的
に
再
編
整
備
す
る
。�

�

○
教
育
委
員
会
の
組
織
体
制�

　｢

新
市
に
お
け
る
組
織
及
び
機
構
の
整

備
方
針｣

を
策
定
し
、
合
併
時
ま
で
に
整

備
す
る
。�

�

○
事
務
局
・
委
員
会
の
組
織
体
制�

　｢

新
市
に
お
け
る
組
織
及
び
機
構
の
整

備
方
針｣

を
策
定
し
、
合
併
時
ま
で
に
整

備
す
る
。�

　
公
平
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お

い
て
も
引
き
続
き
、
新
潟
県
市
町
村
総
合

事
務
組
合
へ
の
共
同
事
務
処
理
に
参
加
す

る
こ
と
と
し
、
両
町
村
は
新
市
施
行
日
前

日
に
組
合
か
ら
脱
退
し
、
新
市
施
行
日
に

新
た
に
組
合
に
加
入
す
る
。�



3

�

�

�

目　　　　　的�

�

�

�

�

法　　人　　格�

設　置　区　域�

�

設　置　期　間�

事　　務　　所�

①新市の運営に対し、�

　提案・助言�

②合併に対する住民�

　不安を解消する体�

　制づくり�

�

�

�

なし�

旧市町村単位�

合併後の一定期間�

(上限の定めなし)�

　　　　 ―�

地域審議会�

市町村長の諮問に応�

じ審議し又は必要と�

認める事項について�

市町村長に意見を述�

べることができる。�

�

構成員の定数、任期�

は、合併関係市町村�

の協議で定める。�

①市民の自治組織の高揚�

　を期待、住民の意思を�

　反映�

②市民協働の体制づくり�

�

�

�

�

なし�

市町村が定める区域�

（小学校区単位も可）�

制限なし�

地域自治区内に置く�

地域協議会�

地域自治区の区域に係る�

事項に対し、市町村長の�

諮問に応じ審議し又は必�

要と認める事項について�

市町村長に意見を述べる�

ことができる。�

構成員の定数、任期（４�

年以内）は、条例で定め�

る。�

①新市の運営に対し、提�

　案・助言�

②合併に対する住民不安�

　を解消する体制づくり�

③市民の自治組織の高揚�

　を期待、住民の意思を�

　反映�

④市民協働の体制づくり�

なし�

旧市町村単位�

（合同も可）�

合併後の一定期間�

(上限の定めなし)�

地域自治区内に置く�

�

�

�

　　　　同　左�

�

�

�

構成員の定数、任期（４�

年以内）は、合併関係市�

町村の協議で定める。�

①新市の運営に対し、提�

　案・助言�

②合併に対する住民不安�

　を解消する体制づくり�

③市民の自治組織の高揚�

　を期待、住民の意思を�

　反映�

④市民協働の体制づくり�

あり（特別地方公共団体）�

旧市町村単位�

（合同も可）�

合併後の一定期間�

(上限５年)�

合併特例区内に置く�

合併特例区協議会�

合併特例区の区域に係る�

事項に対し、市町村長の�

諮問に応じ審議し又は必�

要と認める事項について�

市町村長に意見を述べる�

ことができる。�

構成員の定数、任期（２�

年以内）は、合併関係市�

町村の協議で定める。�

区　　分� 地域審議会� 合併特例区�
地方自治法�

地　域　自　治　区�

合併特例法�

解説�

地
域
審
議
会
等
の�

　
　
　
　
取
扱
い�

　
地
域
審
議
会
と
い
う
制
度
は
、
合
併

を
す
る
と
、
行
政
区
域
の
拡
大
に
よ
り

住
民
と
行
政
の
距
離
が
遠
く
な
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
住
民
の
意
見
が
合
併
後
の

施
策
に
反
映
さ
れ
に
く
く
な
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
住
民
の
不
安
に
対
応
す

る
た
め
、
平
成
十
一
年
の
合
併
特
例
法

の
改
正
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。�

　
地
域
自
治
区
、
合
併
特
例
区
と
い
う

制
度
は
、
平
成
十
六
年
の
地
方
自
治
法

改
正
、
現
行
合
併
特
例
法
改
正
、
新
合

併
特
例
法
制
定
に
よ
り
制
度
化
さ
れ
た

も
の
で
、
地
域
住
民
の
意
見
を
行
政
に

反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
行
政
と
住
民

と
の
連
携
の
強
化
を
図
り
、
協
働
を
推

し
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
設
け
ら
れ
た

制
度
で
あ
り
、
地
域
自
治
区
は
法
人
格

を
有
し
ま
せ
ん
が
、
合
併
特
例
区
は
法

人
格
を
有
し
ま
す
。
な
お
、
地
域
自
治

区
に
は
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
一
般
制

度
と
合
併
特
例
法
に
基
づ
く
特
例
制
度

が
あ
り
ま
す
。�

　
各
制
度
を
比
較
す
る
と
、
下
記
の
と

お
り
で
、
両
町
村
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
性

や
新
市
の
一
体
性
を
考
慮
し
な
が
ら
、

協
議
・
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。�

役　　割�

定数・�

　　任期�

審
　
議
　
機
　
関�

◇
議
案
第
十
号�

「
地
域
審
議
会
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
継
続
協
議
）�

　
こ
れ
ま
で
各
町
村
で
協
議
さ
れ
て
き
た

内
容
に
つ
い
て
、
両
町
村
協
議
会
委
員
よ

り
報
告
さ
れ
ま
し
た
。�

【
中
条
町
の
意
見
】�

・
建
設
計
画
の
議
論
に
つ
い
て
は
新
市
議�

　
会
で
行
い
、
地
域
審
議
会
は
両
町
村
で

　
の
設
置
は
必
要
な
い
の
で
は
な
い
か
。�

・
現
時
点
で
は
行
政
と
住
民
の
協
働
基
盤

　
が
な
い
た
め
地
域
自
治
区
、
合
併
特
例

　
区
の
設
置
は
必
要
な
い
の
で
は
な
い
か
。

【
黒
川
村
の
意
見
】�

・
新
市
建
設
計
画
が
十
年
間
で
予
定
さ
れ

　
て
お
り
、
地
域
審
議
会
を
設
置
し
て
見

　
守
る
必
要
が
あ
る
の
で
な
い
か
。�

・
黒
川
地
区
に
お
い
て
は
設
置
す
れ
ば
、

　
市
長
よ
り
諮
問
を
受
け
て
そ
れ
に
対
し

　
答
申
を
だ
す
と
い
う
こ
と
か
ら
、
行
政

　
と
地
域
が
結
ば
れ
、
無
視
さ
れ
な
い
体

　
制
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。�

�

◇
議
案
第
十
一
号�

「
新
市
名
称
募
集
に
関
す
る
記
念
品
贈
呈

者
の
決
定
方
法
に
つ
い
て
」
　
（
確
認
）�

　
新
市
名
称
募
集
に
関
す
る
記
念
品
贈
呈

者
を
決
め
る
上
で
の
抽
選
方
法
等
に
つ
い

て
、
原
案
の
と
お
り
確
認
さ
れ
ま
し
た
。�

　
抽
選
は
、
第
五
回
合
併
協
議
会
で
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�



全
世
帯
へ
お
配
り
い
た
し
ま
す

全
世
帯
へ
お
配
り
い
た
し
ま
す�
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
へ

し
い
ま
ち
づ
く
り
へ�
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
へ�
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
へ

し
い
ま
ち
づ
く
り
へ�

4

　
昨
年
十
月
の
第
一
回
協
議
会
で
提
案
さ
れ
、
県
と
の
協
議
を
行
っ
て
い
た
「
新
市
建

設
計
画
」
は
、
二
月
三
日
の
協
議
会
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
計
画
は
、
合
併
後
の
新
市
を
建
設
す
る
た
め
の
基
本
的
な
方
針
を
定
め
て
い
る

ほ
か
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
行
う
た
め
に
、
各
種
の
施
策
や
事
業
が
位
置
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。�

　
本
文
は
、
十
章
だ
て
に
な
っ
て
お
り
、
既
に
公
表
さ
れ
て
い
る
新
市
将
来
構
想
の
部

分
に
、
主
要
施
策
や
財
政
計
画
が
加
わ
っ
た
四
十
九
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
も
の
で
、
平
成
二

十
七
年
度
ま
で
の
十
一
年
間
が
計
画
期
間
と
な
り
ま
す
。�

【新市建設計画とは】�
　新市の将来構想を描くとともに、総合的・効果的な行政
運営を推進するため、合併特例法第５条及び協議会規約に
基づき策定されています。�
　策定方針を策定した上、両町村の概況や指標、アンケー
ト結果等を勘案し、まちづくりの基本方針、根幹となるべ
き事業、公共施設の統合整備、財政計画などで構成されます。
この計画を基礎として、さまざまな財政措置が講じられます。�

【計画検討会】�
　協議会の委員で構成される新市建設計画を策定するため
の会議。全９回開催。両町村の概況や指標の分析を始め、
新市における施策・事業を検討してきました。�

【新市将来構想とは】�
　当協議会では、新市建設計画の前段で、新市将来像を含
めたまちづくりの基本的方針までの部分を指して「構想」
とし、将来像や方針に沿った施策・事業を含んだものを「新
市建設計画」として分けています。�
　新市将来構想は、任意協議会において確認済で、７月説
明会で概要版を全戸に配布しています。�

【両町村の総合計画との関係】�
　計画策定にあたっては、これまでの両町村の各種計画を
検証し、地域づくりの理念や主要な施策・事業は新市に引
き継ぐものとしています。�
　なお、計画策定の趣旨以外の施策や新市の詳細な事業に
ついては、新市で策定される総合計画に委ねることとして
います。�

【財政支援】�
　現行合併特例法では、合併市町村に対して様々な財政措
置がなされていますが、これらは新市建設計画に位置付け
られた事業について講じられます。合併に際して、新市の
一体性の確立、均衡ある発展に資する事業などに充てられ
ます。合併特例債など。�

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
へ�

―
新
市
建
設
計
画
完
成
―�

�
平成16年１月�
�

平成16年３月～�

平成16年６月�

平成16年７月�

平成16年８月�

平成16年10月�

平成17年２月�

・第２回任意協議会にて新市建設計画策定方針、新市建設計画�
　策定にかかる基礎調査（住民アンケート）の実施を確認�
・基礎調査（住民アンケート）を実施（１月30日～２月13日）�

・新市建設計画策定検討会を開催　（９月までに９回開催）�

・第７回任意協議会にて「新市将来構想」を承認�

・新市将来構想概要版を全戸に配布�
・両町村で地域懇談会・住民説明会を開催�

・県と新市建設計画登載事業の内協議開始�

・第１回協議会に新市建設計画（案）を提案�
・県と事前協議開始�

・第４回協議会で新市建設計画（修正案）を協議し、確認�
・県と本協議開始�

　
こ
の
度
、
作
成
さ
れ
た
新
市
建
設
計

画
は
、
「
合
併
協
議
報
告
書
」
と
あ
わ

せ
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
へ
お
配
り
い
た

し
ま
す
。�

　
ま
た
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
新
市
を
よ

り
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
新

市
建
設
計
画
を
ま
と
め
た
概
要
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
も
作
成
し
ま
し
た
。
報
告
書
と

同
時
に
配
布
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。�

新市建設計画概要パンフレット�

全
世
帯
へ
お
配
り
い
た
し
ま
す�

年　　月� 協　議　内　容�

新市建設計画策定までの経過�
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自然共生型の�
まちづくり�

　新市のエリアは、海と山、母な

る川「胎内」の水系を全てカバー

することから、清流が育んだ豊か

な自然、深い歴史を中心とした一

体的なまちづくりが可能となりま

す。他にない特徴的な自然や歴史

を産業、交流に活かし、住む人に

やさしく、訪れる人に潤いを提供

する「自然共生型」のまちづくり

　を進めます。�

地域間交流で産業の�
活性化を目指す�

　自然や歴史をテーマにしたイベン

トや農村滞在型の新しい観光スタイ

ルをＰＲしながら、観光事業と他産

業との連携、官民一体となった地域

活性化を推進します。地域の特性を

活かした観光事業や地域間交流によ

る集客、特産品の開発などは地域に

活力を与え、ひいては雇用促進や定

住促進、高齢者の生きがい対策に結

　　び付くものと考えています。�

住む人、訪れる人に�
魅力的なゾーン形成�

　この地域には、豊かな自然、優

良な農地、保養・観光施設などが、

コンパクトでありながら、バラン

スよくそろっています。特に「日

本海～胎内川～飯豊山系」と結ぶ

ことのできるゾーンは、観光・レ

クリエーション施設を機能的にリ

ンクさせることで、住む人、訪れ

る人に「リラックスといやし」を

　提供する魅力的な場となるで�

　　　しょう。�

新しい�
行政スタイルを追求する�
　合併のメリットでもある効率化を

図るため、年次的に職員を削減する

とともに、市域全体に均等で良質の

行政サービスを提供できるよう組織

の編成や公共施設の整備、情報シス

テムの導入を行います。また計画さ

れた施策・事業を円滑に実施するた

め、専門部署の設置や専門職を配置

するとともに、ＮＰＯやボランティ

　アとの連携をしながら、住民参�

　　　加型の行政を推進します。�

4つの基本的な�
施策体系�

　住民アンケートをもとに、新市

建設の基本目標を「教育・文化」、

「住民生活」、「産業・交流」、「行政」

の４つの体系に分類しました。こ

れまで両町村が進めてきた地域づ

くりの理念を継承するとともに、

積極的に新しい事業を盛り込むこ

とで、住民生活に密着した施策と

新市の将来目標を実現するための

　施策を同時に展開します。�

快適で、安心安全を�
創造する新市事業�

　両町村の懸案事業であった、防災

無線、学校統合、地区保健センター、

総合体育館などは「合併特例債」を

活用して建設されます。そのほかに

も計画に基づき、農産物加工施設、

奥山荘城館遺跡・歴史公園等の整備

のほか、両町村が速やかに一体性を

確立し、快適な生活を約束するため

　道路・歩道・消雪パイプ・下水�

　　道などの基盤整備も盛り込�

　　　　　まれています。�

6つの�
ポイント�
6つの�
ポイント�

新市建設計画新市建設計画新市建設計画新市建設計画
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協議会を傍聴しませんか�

6

協議会を傍聴しませんか�

◇第５回合併協議会�
と　き　２月15日(火)�
　　　　午後２時から�

ところ　中条町産業文化会館�

※受付は午後１時30分から行います。�

※傍聴はどなたでもできますが、座席は
　先着順とし満席の場合は、入場をお断
　りすることがありますので、あらかじ
　めご容赦ください。事前予約は不要で
　す。当日直接会場へお越しください。�

中条町・黒川村合併協議会の�

ホームページもご覧ください。�

中条町・黒川村合併協議会事務局�
〒959-2693　中条町新和町2番10号（中条町役場内）�
TEL 0254-43-6327　 FAX 0254-43-6328�

E-mail　hokubugo@iplus.jp�
URL：http://www.town.nakajo.niigata.jp/gappei/

合併の方式�

合併の期日�

新市の名称�

新市の事務所の位置�

財産区を除く財産及び債務の取扱い�

議会の議員の定数及び任期の取扱い�

農業委員会の委員の定数及び任期の取扱い�

地方税の取扱い�

一般職の職員の身分の取扱い�

地域審議会等の取扱い�

特別職の職員の身分の取扱い�

条例、規則等の取扱い�

事務組織及び機構の取扱い�

一部事務組合等の取扱い�

使用料、手数料等の取扱い�

公共的団体等の取扱い�

補助金、交付金の取扱い�

町名、字名の取扱い�

慣行の取扱い�

国民健康保険事業の取扱い�

介護保険事業の取扱い�

消防団の取扱い�

行政区の取扱い�

財産区の取扱い�

各種事務事業の取扱い�

新市建設計画�
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21�

22�

23�

24�

25�

26

基
本
項
目
　
　
　
特
例
項
目
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
　
の
　
他
　
項
　
目�

項　　　　　　目� 状況�

○：確認　●：協議中�第４回協議会終了時�

合併Ｑ&Ａ
合併Ｑ&Ａ合併Ｑ&Ａ

　今回は、今後の合併協議会に関する疑

問についてお答えいたします。�

Ｑ�Ａ�

Ｑ�Ａ�

　
　
合
併
協
定
書
と
は
ど
う
い
う

　
　
も
の
で
す
か
。�

�

　
　
合
併
協
議
を
行
っ
て
き
た
市

　
　
町
村
長
が
、
法
定
協
議
会
が

行
っ
て
き
た
合
併
協
議
の
内
容
を

最
終
的
に
確
認
す
る
た
め
、
と
り

ま
と
め
た
も
の
が
合
併
協
定
書
で

す
。�

　
よ
っ
て
、
合
併
協
議
が
全
て
終

了
し
た
後
は
、
関
係
市
町
村
長
は

合
併
協
定
書
に
調
印
を
行
い
、
そ

の
内
容
を
も
と
に
法
律
に
定
め
る

合
併
手
続
き
と
し
て
の
廃
置
分
合

議
決
へ
と
歩
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

　
両
町
村
の
合
併
協
議
項
目
は
左

表
の
と
お
り
基
本
項
目
、
特
例
項

目
、
そ
の
他
項
目
に
分
け
ら
れ
、

一
冊
の
協
定
書
と
し
て
ま
と
め
ら

れ
ま
す
。�

　
　
合
併
調
印
し
た
場
合
、
合
併

　
　
協
議
は
終
了
と
な
る
の
で
す

か
。�

　
　
中
条
町
・
黒
川
村
合
併
協
議

　
　
会
で
は
、
合
併
調
印
後
も
引

き
続
い
て
合
併
時
ま
で
に
調
整
す

る
も
の
や
、
合
併
時
に
新
規
に
構

築
す
る
も
の
な
ど
に
つ
い
て
、
話

し
合
い
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
考

え
て
い
ま
す
。�


